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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 28日 (2006.7.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 閉 栓 さ れ た 容 器 （ Ｂ ） を 検 査 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　

こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 栓 の 材 料 （ Ｒ ） こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　

こ と
を 特 徴 と す る に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 閉 栓 機 構 を 備 え た 閉 栓 装 置 （ １ ４ ） が 用 い ら れ 、

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 方
法 。

容 器 （ Ｂ ） に 栓 （ Ｖ ） が 取 り 付 け ら れ る 前 に 、 前 記 栓 （ Ｖ ） の 材 料 （ Ｒ ） の 振 動 特 性 を
決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 容 器 （ Ｂ ） に 取 り 付 け ら れ た 栓 （ Ｖ ） の 振 動 特 性 の 値 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 容 器 （ Ｂ ） に 取 り 付 け ら れ た 栓 （ Ｖ ） の 振 動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 を 、 対 応 す る 前
記 栓 の 材 料 （ Ｒ ） の 振 動 特 性 に 従 っ て 選 択 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 容 器 （ Ｂ ） に 取 り 付 け ら れ た 栓 （ Ｖ ） の 前 記 決 定 し た 振 動 特 性 の 値 を 、 前 記 選 択 し
た 振 動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 と 比 較 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 容 器 （ Ｂ ） に 取 り 付 け ら れ た 栓 （ Ｖ ） の 前 記 決 定 し た 振 動 特 性 の 値 が 、 前 記 選 択 し
た 振 動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 内 に あ る か 否 か を 示 す 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 含 む

を 、 そ の 振 動 特 性 に 従 っ て 分 類 す る

前 記 容 器 （ Ｂ ） に 取 付 け ら れ た 栓 （ Ｖ ） の 振 動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 は 、 前 記 栓 （ Ｖ ）
が 前 記 容 器 （ Ｂ ） に 取 付 け ら れ る 前 に 決 定 さ れ た 前 記 栓 （ Ｖ ） の 材 料 の 振 動 特 性 の 値 と 相
関 関 係 を 有 し 、 場 合 に よ っ て は 、 前 記 栓 の 材 料 （ Ｒ ） の 分 類 と 相 関 関 係 を 有 し て い る

請 求 項 ２

複 数 の 前 記 容 器 （ Ｂ ） に 取 り 付 け ら れ
た 栓 （ Ｖ ） の 前 記 決 定 し た 振 動 特 性 の 値 を 前 記 選 択 し た 振 動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 と 比 較
す る 前 記 ス テ ッ プ に お い て 、 前 記 振 動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 の そ れ ぞ れ が 前 記 閉 栓 機 構 の
そ れ ぞ れ に 対 し て 用 い ら れ る



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 こ の 課 題 は 、

【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 に よ っ て 、 例 え ば 、 周 波 数 測 定
に よ っ て 、 材 料 強 度 が 決 定 さ れ 、 ま た は 減 衰 の 測 定 に よ っ て 、 コ ン パ ウ ン ド 層 の 厚 さ が 決
定 さ れ る 。 材 料 に よ っ て 製 造 さ れ 、 同 一 の 材 料 強 度 、 材 料 構 成 、 コ ン パ ウ ン ド の 厚 さ 等 々
を 有 す る 栓 は 、 第 ２ の 検 査 の 際 に 、 を 与 え ら れ る が 、 こ の 測 定 値 は 、 も
し 栓 が 正 常 な も の で あ れ ば 、 非 常 に 狭 い 範 囲 内 に バ ラ ツ キ 、 容 器 の 内 部 圧 力 お よ び 充 填 レ
ベ ル 等 々 が 決 定 さ れ る こ と は 明 ら か で あ る 。 実 際 に 、 栓 の 材 料 が 、 互 い に 相 違 し て い る こ
と に よ っ て 生 じ る 問 題 は 、 ま ず 最 初 に 、 栓 の 容 器 へ の 取 付 前 に 実 行 さ れ る 第 １ の 検 査 に お
い て 、 栓 の 材 料 の 特 徴 が 調 べ ら れ る と い う こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。 そ し て 、 こ の た め に
は 、 材 料 の 振 動 特 性 が さ れ 、 例 え ば 、 機 械 的 振 動 の 周 波 数 お よ び そ の 減 衰 が さ れ
る だ け で 十 分 で あ る 。 栓 の 取 付 の 前 後 に お い て 決 定 さ れ た 振 動 特 性 が 互 い に 関 係 付 け ら れ
た 値 の テ ー ブ ル に 基 づ い て 、 が 、 多 数 の 互 い に 異 な
る 栓 に 対 し て 決 定 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 一 定 数 の 、 例 え ば ４ つ の 異 な る タ イ プ の 栓 の 材 料 に 対 し て
方 法 を 実 行 す る こ と か ら 出 発 す る 。 し た が っ て 、 栓 の 第 １ の 検 査 は 、 各 栓 が 、 ど の よ う な
タ イ プ の も の で あ る か を す る こ と を 目 的 と し て 実 行 さ れ る 。 栓 の 取 付 後 に 実 行 さ れ る
第 ２ の 検 査 に お い て は 、 関 係 す る 栓 が 、 当 該 タ イ プ に 対 し て 妥 当 な

を 有 し て い る か ど う か が さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 栓 の 材 料 の 第 １ の 検 査 の 際 に 、 明 確 な 振 動 特 性 、 例 え ば 、
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閉 栓 さ れ た 容 器 を 検 査 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 容 器 に
栓 が 取 り 付 け ら れ る 前 に 、 前 記 栓 の 材 料 の 振 動 特 性 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 容 器 に 取
り 付 け ら れ た 栓 の 振 動 特 性 の 値 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 容 器 に 取 り 付 け ら れ た 栓 の 振
動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 を 、 対 応 す る 前 記 栓 の 材 料 の 振 動 特 性 に 従 っ て 選 択 す る ス テ ッ プ
と 、 前 記 容 器 に 取 り 付 け ら れ た 栓 の 前 記 決 定 し た 振 動 特 性 の 値 を 、 前 記 選 択 し た 振 動 特 性
の 値 の 許 容 値 範 囲 と 比 較 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 容 器 に 取 り 付 け ら れ た 栓 の 前 記 決 定 し た 振
動 特 性 の 値 が 、 前 記 選 択 し た 振 動 特 性 の 値 の 許 容 値 範 囲 内 に あ る か 否 か を 示 す 信 号 を 生 成
す る ス テ ッ プ と 、 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 を 提 供 す る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。

栓 の 取 付 前 に 実 行 さ れ る 、 栓 の 材 料 に 関 す る 第 １ の 検 査

振 動 特 性 の 測 定 値

決 定 決 定

振 動 特 性 の 値 の 非 常 に 狭 い 許 容 値 範 囲

決 定
許 容 値 範 囲 内 の 振 動 特

性 の 値 決 定



固 有 振 動 数 お よ び 振 幅 の 時 間 積 分 が 測 定 さ れ る 。 第 ２ の 測 定 に 関 し て 、
が 、 第 １ の 検 査 の 際 に 測 定 さ れ た 値 、 例 え ば 、 １ ０ ～ ２ ０ ％ の 範 囲 内 の 周 波 数 増

加 ま た は ５ ０ ０ Ｈ ｚ の 周 波 数 の ず れ 、 お よ び 約 ３ ０ ％ の 振 幅 の 時 間 積 分 の 減 少 に 従 っ て 選
択 さ れ る 。 こ の 場 合 、 第 １ の 測 定 の 値 と 第 ２ の 測 定 の 値 と の 間 に は 、 予 め 経 験 的 に 決 定 さ
れ た 相 関 関 係 が さ れ る 。
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振 動 特 性 の 値 の 許
容 値 範 囲

決 定
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